
港区会計年度任用職員（文化財保護調査員）募集案内 

 
令和７年 12 月 26 日 

図 書 文 化 財 課 

１ 職名・採用予定数等 

職名 職務内容 勤務場所 採用予定数 

文化財保護 

調査員 

文化財保護に係る指導・助言、文

化財調査、資料収集及び整理、郷

土歴史館運営等 

図書文化財課文化財係 

（港区立郷土歴史館） 
１名 

 

２ 受験資格 

（１）次のいずれかに該当する方 

  ア 博物館法第５条に基づく学芸員資格を有する人 

  イ 大学院修士課程修了の人または在学中の人 

  ウ 上記ア、イと同等またはそれ以上の知識・経験を有する人 

（学部卒業及び卒業見込者も応募可） 

 

（２）次に掲げる事項に該当する方は、応募できません。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
（３）専門分野 

   日本史学（近世史、近現代史）、自然史学 

 

３ 任用期間 

  採用日（令和８年４月１日以降）～令和９年３月３１日 

 

  ※勤務態度が良好である場合は、任用期間満了後も、公募によらず継続して任用されま

す。 

 

４ 勤務条件等 

（１）給与等（令和８年１月１日） 

  ア 月額 ２２２，７２０円～２３７，２１６円（地域手当相当分を含む） 

１ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまで

の者 

２ 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者 

３ 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、第六十条から第六十三条までに規定する罪

を犯し刑に処せられた者   

４ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊する

ことを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

 



   ※ 民間や他自治体での職歴がある場合は、上記の範囲内で報酬額が変わります。 

   ※ 毎年報酬額が上がり、最終的には２８２,０４８円（地域手当相当分を含む）に

なります。 

   ※ 特別区人事委員会勧告等の状況により、報酬額が増減する場合があります。 

  イ 通勤費相当分を別途支給（上限 150,000 円/月） 

ウ 期末・勤勉手当（ボーナス・賞与）（月額×４.９）の支給あり 

 

（２）勤務時間等 

  

勤務日数 ４週１６日 

勤務時間 

午前８時３０分～午後５時１５分 

※土曜日のみ遅番勤務あり。 

遅番勤務の場合は午前１１時３０分～午後８時１５分 

※ 公務のため必要がある場合は超過勤務となる場合あり 

休憩時間 １時間 

休    日 
４週間を通じて８日、年末年始の休日（１２月２９日から翌年１月３

日までの日。） 

休  暇 

年次有給休暇は、採用日により日数が変わります。（令和８年４月１日

付採用の場合、年間８日付与）その他、慶弔休暇、夏季休暇、子育て

支援や介護に関する休暇等あり 

 

（３）社会保険等 

    健康保険、厚生年金保険及び雇用保険の加入あり 

     

５ 選考日・選考方法等 

  

（１） 第一次選考 

方    法 書類選考 
応募者から提出された書類により書類選考を行います。 

※申込書類は返却いたしませんので、ご了承ください。 

申込受付

期間 
随時（ただし、採用予定数を充足次第締め切ります。） 

合格発表 随時 

   ※申込書類 

    ア 履歴書（写真貼付） 

    イ 調査歴 

① 調査対象 調査対象の名称及びその所在する市区町村名 

② 調査期間 調査に参加した期間 

③ 調査内容 調査時の職層（調査員・協力員等）及び調査内容 

    ウ 自治体・博物館等での実務実績 



① 事 業 名  実務として従事した事業（展覧会・調査研究等） 

② 担当内容  事業の中で担当した分野 

③ 実施時期  事業の実施時期 

④ 実施機関  事業の実施主体 

    エ 報告書等作成・執筆歴 

① 名称   報告書等の内容 

② 執筆部分 執筆の内容 

③ 刊行機関 区市町村教育委員会等 

④ 刊行年  報告書刊行年月日 

⑤ 編集の有無 報告書の編集を担当したか・否か 

    オ 研究業績 

① 専門  大学で主に研究・調査を行っているテーマ 

② 卒業論文 卒業論文の題名 

③ 修士・博士論文  修士課程修了の場合、修士論文の題名、博士号取得者の

場合は博士論文の題名（著書として刊行されている場合は「カ」にその旨記

載のこと） 

    カ 著書・論文等 

① 論文名  著書・論文等の題名 

② 所収雑誌名  論文が掲載されている誌名 

③ 刊行機関  論文等が掲載された雑誌等の刊行機関 

④ 刊行年  著書・掲載雑誌等が刊行された年 

    キ 小論文 

      1,000 字以内で作成、提出すること 

    「港区の学芸員として取り上げたい研究テーマについて」 

※提出書類は任意の書式で、パソコンでの書類作成可 

 

（２） 第二次選考 

方    法 
筆記試験

及び面接 

会計年度任用職員として必要な専門的知識に関する筆記試験

及び個別面接を行います。 

日 時 等 随時 

合格発表 随時（詳細は、第二次選考当日にご説明します。） 

 

６ 申込方法 

  所定の申込書に必要事項を記入し、下記申込先へ郵送または持参してください。 

 

 
申込方法 下記申込先に郵送または持参してください。 

申込受付

期間 

随時 

申 込 先 
〒１０８－００７１ 港区白金台４－６－２ゆかしの杜６階 

港区教育委員会事務局 教育推進部 図書文化財課 文化財係 


